


























































































  - 作業継続の疲れからくる作業遅れがないこと 
  - 各工程が均一な作業時間で作業すること 
▲データ：改善前後の２日間の作業時間をストップウォッチで測定 
    作業時間表（単位：h） 













4 工程A 1.20 1.23 1.18 1.22 1.28
3 工程B 1.35 1.37 1.31 1.38 1.42
2 工程C 1.37 1.38 1.31 1.35 1.40






工程： ( 1, , )i I h 、時限： ( 1, , )j J h 、改善前後： ( 1,2)t   
工程 i、時限 jとロット kの関係： k j i I    
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∵ 1 0AE  とし、他の効果は適当なゼロ和制約を満たすとする 
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MPR-MPRモデル： 1 1 1G M P Rijt i j kK E E E E         ( 1, 2)t   
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※1：中村 隆 (2005). コウホート分析における交互作用効果モデル再考, 統計数理, 53(1), 103-132  
■改善前 
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